
認凝蕊蒋霊

、

神戸百店会
だより

１
１３９
１

：

枚
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
こ
の
夏
は
お
休
み
し
て
い
ま
し
た
が

恒
例
の
ラ
ウ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
神
戸
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ザ
ー
ル
が
釦
回
目
を
迎
え
、

一
段
と
豊
富
な
品
揃
え
で
十
二
月
一
日

二
日
、
明
治
生
命
ピ
ル
十
二
階
に
於
て

行
な
わ
れ
ま
す
。
ヨ
シ
オ
カ
ス
ギ
ヤ

オ
カ
ダ
み
よ
し
や
元
町
バ
ザ
ー
の

五
店
が
出
店
し
ま
す
。

☆
サ
ノ
ヘ
の
本
店
が
今
月
３
日
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
新
築
工
事
の
た
め
仮
店
舗

で
営
業
し
て
い
た
サ
ノ
ヘ
本
店
が
も
と

の
場
所
に
三
階
建
に
な
っ
て
お
目
見
え

／
楽
し
み
で
す
ネ
。

★
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー

の
ご
紹
介
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
ブ
ラ
ン

ド
ウ
ブ
ラ
ン
で
は
哩
月
型
日
ｌ
お
日
午

後
５
時
か
ら
、
お
一
人
様
一
万
円
で
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
又
は
和
食
の
好
み
の
方

を
選
べ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ

ナ
ー
が
用
意
さ
れ
て
ま
す
。

☆
レ
ス
ト
ラ
ン
北
野
ク
ラ
ブ
で
も
食
車

と
ダ
ン
ス
と
シ
ョ
ー
が
楽
し
め
る
ク
リ

ス
マ
ス
の
パ
ー
テ
ィ
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
哩
月
皿
日
Ｉ
詣
日
、
５
時
か
ら
。

有
名
外
人
タ
レ
ン
ト
の
シ
ョ
ー
と
神
戸

の
夜
景
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
楽
し
め
ま

す
。
お
一
人
棟
一
万
円
で
。

★
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
ク
リ
ス
マ

ス
は
塑
月
即
日
午
後
５
時
釦
分
か
ら
大

人
二
万
円
、
小
人
一
万
円
で
朝
丘
雪
路
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
を
迎
え
て

の
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
テ
ィ
で
す
。

☆
さ
ん
ち
か
ス
ィ
ー
ッ
タ
ウ
ン
の
案
内

で
す
。
風
月
堂
で
は
年
末
に
、
来
年
の

エ
ト
、
タ
ツ
の
形
の
干
菓
子
が
店
頭
に

揃
い
ま
す
。
毎
年
、
そ
の
年
の
エ
ト
に

ち
な
ん
で
つ
く
っ
て
い
る
も
の
で
五
百

円
で
す
。
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
で
は
、
自
由

に
通
べ
ろ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
バ
ラ
エ
テ
ィ

が
人
気
。
モ
ロ
ゾ
フ
は
喫
茶
部
が
少
し

広
く
な
っ
て
待
た
な
く
て
す
み
そ
う
。

本
高
砂
屋
も
果
心
の
上
品
な
味
が
新
年

の
贈
答
に
好
ま
れ
る
と
か
。
ヒ
ロ
タ
、

亀
乃
井
堂
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク

ト
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
、
ド
ン
ク
と
お
菓
子

の
本
場
神
戸
ら
し
い
味
の
街
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
ま
す
に
ぎ
や
か
に
な
り
そ
う
で
す
。

☆
「
栄
弥
」
山
崎
続
也
君
結
婚

お
料
理
で
お
馴
染
み
「
栄
弥
」

さ
ん
の
若
主
人
山
崎
倫
也
君

（
翌
が
堀
田
里
美
さ
ん
（
記
）

と
結
婚
、
ｎ
月
４
日
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
大
ホ
ー
ル
で
華
燭

の
典
を
あ
げ
た
。
山
崎
君
は
、

関
学
高
・
甲
南
大
の
出
身
、
卒

業
後
、
東
京
つ
き
ぢ
「
田
村
」

で
修
業
、
現
在
は
「
栄
弥
」
さ

ん
ち
か
店
を
と
り
し
き
っ
て
い

る
。
新
婦
の
里
美
さ
ん
は
実
践

女
子
大
の
出
身
。
ご
実
家
は
富

山
県
東
砺
羽
郡
で
観
世
温
泉
を

経
営
さ
れ
て
い
る
。

新
婦
は
大
変
な
美
人
で
、
あ
い

さ
つ
に
も
「
た
だ
、
う
ら
や
ま

し
い
」
と
い
う
言
葉
が
目
立
っ

た
賑
や
か
な
祝
宴
で
あ
っ
た
。

０
日
ひ
０
０
９

もっとも今年らしいニットラツブ

☆
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
三
愛
の
冬

冬
の
日
を
楽
し
く
ス
テ
キ
に

す
る
た
め
の
コ
ー
ト
を
い
っ
ぱ

い
あ
つ
め
た
稲
冬
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｔ
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
が
、
、

月
妬
日
（
土
）
午
後
二
時
、
三
時

三
○
分
、
五
時
の
三
回
に
わ
た

り
さ
ん
プ
ラ
ザ
三
愛
三
階
の
プ

ペ
ス
タ
ジ
オ
前
で
開
か
れ
た
。

おめでとうございますｂお幸せに

そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
コ
ー
ト

た
ち
は
ど
れ
も
こ
の
冬
の
ヤ
ン

グ
に
ぴ
っ
た
り
の
も
の
ば
か

り
。
マ
ン
ト
風
の
も
の
（
ビ
ッ

グ
ル
ッ
ク
の
延
長
で
）
袖
の
変

化
を
楽
し
む
も
の
（
重
ね
着
ル

ッ
ク
が
で
き
る
）
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
も
の
（
さ
り
気
な
い
女

ら
し
さ
を
）
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

ニ
ッ
ト
ラ
ッ
プ
（
手
づ
く
り
風

な
味
わ
い
を
。
も
っ
と
も
今
年

ら
し
い
よ
そ
お
い
）
毛
皮
（
ご

う
華
で
シ
ャ
レ
で
気
品
の
あ
る

も
の
が
多
い
）
と
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
ま
し
た
。
グ
リ
ス

マ
ス
の
こ
ろ
に
は
キ
ャ
ン
ド
ル

や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
店
頭
で
あ
り
ま
す
よ
。
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と
活
躍
。

リガ市コルプス八

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ソ
連
の
リ
ま
す
。

焼
け
し
た
顔
を
ほ
こ
る
ぱ
せ
な
こ
と
で
あ
る
。

が
ら
「
リ
ガ
と
い
う
の
は
素
晴
☆
松
本
幸
三
さ
ん

ら
し
い
町
で
ね
、
ち
ょ
う
ど
、
神
戸
で
リ
サ
イ
タ
ル

負

１
１４０
１

ミ
サ
」
の
テ
ノ
ー
ル
ソ
ロ
な
ど

■ 夢
雛
鯉
織

す
ば
ら
し
い
髭
生
会

家
庭
で
開
か
れ
る
誕
生
会
を
み
な
さ

ん
の
瑛
庭
で
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
の
誕

生
会
の
参
巷
に
、
先
日
本
連
動
へ
帯
せ

ら
れ
た
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

刑
先
日
、
息
子
の
誕
生
会
を
い
た
し
宗

し
た
。
だ
ん
だ
ん
ヱ
ス
カ
レ
ー
卜
し
て

呼
び
つ
呼
ば
れ
つ
の
お
友
遮
の
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
金
額
が

は
り
、
何
か
わ
り
き
れ
な
い
思
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
分
前
に

こ
の
運
動
の
紹
介
記
訓
を
新
聞
で
読
み

ま
し
た
。
そ
れ
で
今
度
か
ら
は
息
子
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
代
り
に
、
み
な
さ
ん

に
、
も
し
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
百
円
待
っ

て
き
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
、
こ

ち
ら
の
迎
動
へ
気
持
だ
け
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
、
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
今
回
の
誕
生
閲
の
前
に

お
友
逮
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
か
ら
お
子

さ
ん
達
に
、
こ
の
通
勤
の
話
を
し
て
い

た
だ
き
、
六
人
の
お
友
達
か
ら
六
百
円

集
ま
り
ま
し
た
。
お
友
達
の
名
前
と
共

に
送
り
ま
す
。
（
中
略
）

こ
う
し
て
、
す
ば
ら
し
い
誕
生
会
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

（
尼
崎
市
主
期
よ
り
）

○
本
巡
動
か
ら
、
早
速
六
名
の
献
金
力

．
・
ド
を
発
送
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

室
庭
で
は
い
か
が
で
す
か
。

琵
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
と
は

粘
神
薄
弱
問
題
の
啓
発
連
動
で
す
。

み
な
さ
ん
の
誕
生
日
の
お
祝
の
中
か

は
り
、
何
か
わ
り
き
れ
な
い
思
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
分
前
に

こ
の
運
動
の
紹
介
記
訓
を
新
聞
で
読
み

ま
し
た
。
そ
れ
で
今
度
か
ら
は
息
子
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
代
り
に
、
み
な
さ
ん

に
、
も
し
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
百
円
待
っ

て
き
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
、
こ

ち
ら
の
迎
動
へ
気
持
だ
け
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
、
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
今
回
の
誕
生
閲
の
前
に

お
友
逮
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
か
ら
お
子

さ
ん
達
に
、
こ
の
通
勤
の
話
を
し
て
い

た
だ
き
、
六
人
の
お
友
達
か
ら
六
百
円

集
ま
り
ま
し
た
。
お
友
達
の
名
前
と
共

に
送
り
ま
す
。
（
中
略
）

こ
う
し
て
、
す
ば
ら
し
い
誕
生
会
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

（
尼
崎
市
主
期
よ
り
）

○
本
巡
動
か
ら
、
早
速
六
名
の
献
金
力

．
・
ド
を
発
送
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

室
庭
で
は
い
か
が
で
す
か
。

琵
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
と
は

粘
神
薄
弱
問
題
の
啓
発
連
動
で
す
。

み
な
さ
ん
の
誕
生
日
の
お
祝
の
中
か

ら
意
識
的
に
百
鰯
節
約
し
て
貯
金
し
て

い
た
だ
く
。
各
家
庭
で
こ
の
問
題
に
つ

い
て
話
し
合
う
機
会
を
（
》
く
っ
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て

わ
た
し
た
ち
す
べ
て
が
、
桁
神
郷
弱
児

（
者
、
を
あ
た
た
か
く
包
む
雰
囲
気
を
広

げ
る
と
同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
か

け
が
え
の
な
い
生
命
に
つ
い
て
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
、
年
に
雫
度
の
誕
生
日
を
有

意
義
に
し
よ
う
と
い
う
述
動
で
す
。

艇
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

〒
６
５
１
神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
８

の
１
の
６
神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵

便
局
の
前
口
２
５
１
１
８
１
６
１
内

線
３
１
６
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驚
蕊
蕊

草子洗小町

あ
る
。
全
体
は
七
つ
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
い
る
。

☆
華
子
さ
ま
神
戸
大
丸
の

い
け
花
展
へ

兵
庫
県
へ
来
ら
れ
て
い
る
常

陸
宮
ご
夫
妻
は
、
ｎ
月
⑬
日
常

陸
宮
様
は
午
前
中
加
東
郡
社
町

群
睡
蝉
韓
識
‐
０
．
・
・
瞬
罰

、
税
鼎
鮮
癖

■
Ｈ
Ｈ
Ｉ
。
．
‐
・
‐
訂
凹
切
目
“

凶
エ
ー
ゲ
海
の
遺
跡
周
遊
皿

日
間
コ
ー
ス
（
２
／
婚
１
２
／

記
）②

砂
漠
と
遺
跡
の
狸
日
間
コ

ー
ス
（
３
／
１
１
３
／
狸
）

③
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
ペ
ル
シ

ャ
文
明
狸
日
間
コ
ー
ス
（
３
／

畑
１
３
／
調
）

四
マ
イ
プ
ラ
ン
テ
ヘ
ラ
ン
加

日
間
コ
ー
ス
（
３
／
鉦
１
４
／

９
）⑤

遊
牧
民
族
と
共
に
三
、
一

○
七
談
勝
Ⅳ
日
間
（
４
／
、
！

４
／
”
）

佃
ア
ラ
ー
と
共
に
走
る
ヒ
ン

ズ
ー
ク
シ
ュ
蝿
日
間
（
４
／
鯛

１
５
／
蝿
）

、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
文
明
の
旅
担

日
間
コ
ー
ス
（
５
／
肥
１
５
／

銅
）こ

の
計
画
に
際
し
て
兵
庫
ト

ヨ
タ
自
動
車
（
滝
川
勝
二
社
長
）

が
同
社
創
立
卵
周
年
を
記
念
し

て
ク
ラ
ウ
ン
と
整
備
士
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
財
団

法
人
皿
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創
造
協

会
（
砂
野
仁
会
長
）
が
後
援
、

帰
国
後
、
宝
塚
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
な
ど
で
の
「
シ
ル
ク
ロ
ー

宇

寺本混委員長

遼

ド
展
」
も
企
画
さ
れ
て
い
る
。

稜
線
山
岳
会
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
踏
査
実
行

委
員
会
辿
絡
妃
／
逢
田
区
相
生
町
２

神
戸
駅
柵
内
側
淡
路
屋
内
寺
本
泥
委
員

長
ロ
三
五
一
’
一
六
八
二

★
豪
華
能
組
で

第
二
回
神
戸
五
流
能

昭
和
印
年
１
月
型
Ｈ
（
土
）

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
特
設
能
舞
台

で
第
一
一
回
目
の
神
戸
五
流
能
が

ひ
ら
か
れ
る
。

能
楽
は
田
村
八
白
式
Ｖ
を
金

春
信
高
（
金
春
流
宗
家
）
草
子

洗
小
町
は
観
世
元
正
（
観
世
流

宗
家
）
切
能
は
鞍
馬
天
狗
八
白

頭
Ｖ
を
宝
生
英
雄
八
宝
生
流
宗

家
Ｖ
が
舞
う
。
つ
ま
り
、
三
流

儀
の
宗
家
の
立
合
能
と
い
う
豪

華
な
も
の
。
こ
の
ほ
か
に
仕
舞

で
金
剛
流
の
広
田
陛
一
、
喜
多

流
の
和
島
富
太
郎
が
舞
い
、
新

春
早
々
の
神
戸
に
古
典
芸
能
の

精
随
を
披
露
す
る
。

兵
庫
県
芸
術
祭
特
別
公
演
と

い
う
こ
と
で
、
兵
庫
県
、
神
戸

市
が
共
催
す
る
。

入
場
券
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
発

売
中
．
Ｓ
四
千
円
Ａ
三
千
五
百

円
Ｂ
二
千
円
他

少

★
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

国
吉
康
雄
展
皿
／
堰
ｌ
⑫
／
皿

★
南
蛮
美
術
館

長
崎
の
美
術
狸
／
６
１
浬
／
妬

★
香
雪
美
術
館

秋
の
取
合
せ
名
品
展

、
／
２
１
浬
／
皿

☆
大
丸
百
貨
店
美
術
画
廊

現
代
大
家
木
彫
新
作
展型

／
４
１
浬
／
、

迎
春
用
輪
島
う
る
し
逸
品
展

型
／
皿
１
浬
／
Ⅳ

名
作
絵
画
工
芸
特
別
展狸

／
岨
ｌ
哩
／
型

巨
匠
・
大
家
の
名
画
巧
芸
画
展

型
／
妬
Ｉ
廻
／
証

★
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

暮
し
を
楽
し
む
小
品
展哩

／
１
１
浬
／
妬

☆
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
一
回
写
団
１
７
１
６
ク
ラ
ブ
展

哩
／
５
１
狸
／
、

神
戸
商
船
大
・
神
戸
山
手
女
子
短
大

合
同
美
術
展
狸
／
皿
１
浬
／
埴

神
戸
海
星
女
子
学
院
写
真
部
展

哩
／
”
１
浬
／
型

御
影
工
高
写
真
部
展

哩
／
麹
Ｉ
狸
／
詔

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

テ
レ
ビ
・
新
聞
一
言
Ｉ
ス
報
道
展

哩
／
４
１
狸
／
９

エ
マ
ゥ
ス
パ
ザ
ー
理
／
皿
１
浬
／
鵡

ダ
イ
ハ
ッ
オ
ー
ト
フ
ェ
ア
・
さ
ん
ち
か

ス
キ
ー
フ
ェ
ァ
雌
／
咽
１
皿
／
空

布
カ
レ
ン
ダ
ー
展
⑫
／
露
１
通
／
麺

★
さ
ん
ち
か
広
場

現
美
集
団
兵
庫
支
部
会
員
展

廻
／
４
１
浬
／
９

山
本
万
司
油
彩
展
哩
／
皿
１
浬
／
妬

樫
本
正
巳
写
真
展
哩
／
肥
Ｉ
型
／
銅

五
牛
会
書
道
展
理
／
露
１
浬
／
”

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
光

浜
松
浦
ほ
か
玄
黄
展

皿
／
”
Ｉ
⑫
／
５

グ
ル
ｉ
プ
Ａ
＆
Ａ
狸
／
６
１
浬
／
哩

古
伊
万
里
雑
器
お
よ
》
益
眠
瑳
函
読
釦

★
ぎ
ゃ
る
り
ｌ
神
戸

端
恥
葱
難
紬
瀞
卸
Ⅷ
”
岬

秋のいけばな展をご覧になる華子さま

の
藤
井
電
工
株
式
会
社
社
長
を

ご
見
学
に
な
り
、
妃
殿
下
華
子

さ
ま
は
、
大
丸
神
戸
店
七
階
催

場
で
開
か
れ
る
昭
和
五
十
年
度

兵
庫
県
文
化
祭
〃
秋
の
い
け
ぱ

な
展
″
を
ご
覧
に
な
っ
た
。
午

前
十
時
、
薄
い
ピ
ン
ク
の
帽
子

と
ツ
ー
ピ
ー
ス
の
可
愛
い
い
お

召
も
の
で
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

さ
れ
、
案
内
役
の
肥
原
康
甫
兵

庫
県
い
け
ぱ
な
協
会
長
夫
妻
の

説
明
を
聞
か
れ
な
が
ら
、
熱
心

に
力
作
を
ご
覧
に
な
っ
た
。
午

後
か
ら
は
、
ご
夫
妻
揃
っ
て
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

る
昭
和
五
十
年
度
近
畿
地
方
発

明
表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た
。

☆
矢
崎
泰
久
ｖ
Ｓ
中
山
千
夏

本
誌
連
載
の
「
神
戸
情
話
」

（
姐
年
７
月
号
Ｉ
印
年
６
月
号
）

で
も
お
な
じ
み
の
『
話
の
特
集
』

１
１４１
１

美
術

ガ
イ
ド
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花か
れ
て
ｎ
月
で
満
三
年
を
迎
っ
た
。
「
上
方
の
古
典
落
語
割
制
度
で
や
っ
て
い
る
の

え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
そ
、
上
方
文
化
の
ニ
ュ
ァ
で
表
向
き
に
は
採
算
は
と
れ

こ
の
「
柳
笑
亭
」
の
面
倒
ン
ス
を
伝
え
る
も
の
、
こ
れ
て
い
る
。
だ
が
年
間
百
万
ぐ

を
見
て
き
た
の
が
、
馬
野
満
を
継
承
す
る
の
は
我
有
の
努
ら
い
の
出
費
は
馬
野
氏
が
引

雄
氏
で
箸
を
商
う
「
は
し
ま
め
で
し
ょ
う
」
と
い
う
。
受
け
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の

ん
」
の
ご
主
人
で
あ
る
。
落
語
は
本
来
、
生
の
声
の
よ
う
に
し
て
文
化
が
育
て
ら

こ
の
馬
野
氏
（
翌
は
若
い
と
お
る
小
屋
が
い
い
。
こ
う
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
心
意

頃
は
新
劇
に
と
り
つ
か
れ
た
し
て
「
柳
笑
亭
」
が
生
れ
た
。
気
を
買
い
た
い
。
（
Ｙ
）

１
１４２２
１

下
氷
人
が
少
な
く
な
っ
た
。
実
は
巧
人
。
会
社
員
と
か
、
学
生

Ｕ

時 計

八
小
竹
本
擁
Ｖ
ま
で
。

属
○
国
両
面
○
の
目

★
書
塞
の
堕
月
美
佐
さ
ん
が
、
十
一
月

二
十
五
日
’
三
十
日
迄
三
越
神
一
層
六

階
催
物
会
甥
で
『
心
の
杏
・
装
い
の
書

。
く
ら
し
の
沓
」
を
テ
ー
・
マ
に
、
香
と

き
も
の
、
陶
器
な
ど
に
描
く
焚
佐
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
を
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
初

日
一
・
十
五
口
は
オ
』
‐
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ

ィ
が
開
か
れ
、
高
橋
孟
さ
ん
の
〃
モ
ウ

想
マ
ン
ガ
シ
圏
，
〃
若
霧
語
蒙
に
よ

る
〃
お
笑
い
大
全
集
〃
蔵
ど
、
瀞
女

史
を
囲
ん
で
の
飲
み
、
食
べ
、
露
り
、

遊
ぶ
お
祝
い
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

★
卜
．
》
″
十
九
日
釜
）
午
後
６
時
よ

り
神
一
塁
田
会
館
４
通
火
読
‐
ル
で
、

恒
例
の
〃
マ
カ
ン
プ
ッ
サ
ー
ル
・
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
薪
〃
全
他
者
琴
岡

頭
子
、
花
柳
芳
恵
一
子
、
上
月
倫
子
寺

井
昭
子
、
藤
本
ハ
ル
ミ
、
岡
田
美
代
中

島
嘉
子
、
柳
本
薫
、
市
村
私
子
、
高
月

昭
子
、
中
西
美
代
子
、
小
泉
美
喜
子
ら
に

よ
る
た
べ
る
会
の
メ
ン
バ
ー
）
。
チ
ケ
ッ

ト
５
０
０
０
日
今
年
も
趣
好
を
こ
ら

し
て
の
プ
部
三
グ
ラ
ム
と
賞
品
ま
た
マ
カ

ン
プ
ッ
サ
ー
ル
・
ダ
ー
ビ
ー
な
ど
を
愉

快
に
行
い
煮
す
。
お
申
込
み
月
刊
神
戸

っ
子
迄
Ｔ
Ｅ
Ｌ
念
営
）
２
２
４
６

★
十
二
月
．
平
‐
日
Ｋ
・
Ｆ
。
Ｓ
主
催
の
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
は
、
水
踊
日
午
後

６
時
よ
り
９
時
迄
生
皿
神
豊
館
で
開

か
れ
ま
玄
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
手
一

Ｉ
ク
な
の
は
薄
ラ
ウ
ン
ヂ
ウ
ェ
ア
シ
雪

１
．
Ｋ
．
Ｆ
・
Ｓ
メ
ン
バ
ー
の
遊
び
の

デ
ザ
イ
ン
も
の
や
、
神
戸
の
メ
ー
カ
・

も
の
ゲ
ス
ト
作
品
と
い
ろ
い
ろ
。
チ
ケ

ッ
ト
５
０
０
０
円
お
申
込
み
月
刊
神
戸

っ
子
Ｔ
Ｅ
Ｌ
缶
曽
）
２
２
４
６

★
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
山
口
昭
さ
ん
が
、
六

：
に
Ｘ
ｗ
ｏ
Ｒ
Ｄ
』
の
事
務
所
を

開
か
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ブ
イ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ソ
を
中
心
、
種
々
の
デ
ザ
イ
ン
計
画

を
行
い
ま
す
。
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ａ
」
は
イ
ン
テ

リ
ア
・
オ
プ
ジ
ュ
の
手
作
り
作
成
‐
Ｆ

Ａ
Ｉ
Ｒ
」
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ゴ
ン
（
人

物
、
風
景
、
建
築
）
を
＃
一
署
●
繕
１

ダ
ル
の
仕
著
や
り
た
い
と
意
欲
的
．

新
事
務
所
〒
§
神
戸
市
漣
区
一
合
苔

町
６
１
銅
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
８
８
１
）
４
８
１
１

で
す
。 ：新夕物

事ル、

｛
ハ
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1 4 3

〃Z′ﾂジ

かがやくシャンデリア
あなたの夜を華麗に彩る

サパー〈ジャルダン〉

S ＵＰＰＥＲ

神戸市生田区中山手通１丁目９１－６６
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 9 1 - 0 9 9 4

きらめく神戸の夜を
あなただけの落ち着いた
メンバーズクラブ､ で. …. ．

ＭＥＭＢＥＲ，ＳＣＬＵＢ

９紬べ脚
神戸市生田区中山手通１丁目８８
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廷

口
連
載
小
説
４

嘩

土
珊
守
だ

「
ま
だ
遅
く
な
い
ぞ
」

も
う
一
度
、
支
局
長
が
叫
ん
だ
。
ノ
ド
の
奥
か
ら
し
ぼ
り
出
す

よ
う
な
声
だ
っ
た
。

同
時
に
、
胸
元
を
ワ
シ
づ
か
み
し
た
腕
が
戸
波
を
引
き
寄
せ

た
。

あ
え

鼻
腔
を
い
つ
ぱ
い
に
開
い
た
、
端
ぎ
に
近
い
呼
吸
が
戸
波
の
頬

を
よ
ぎ
る
。

の
び
き
っ
た
無
精
ひ
げ
ま
で
が
、
怒
っ
た
よ
う
に
突
っ
立
っ
て

い
る
…
・
・
・
。

「
ま
だ
遅
く
な
い
の
や
ぞ
」

ガ
ブ
リ
と
噛
み
つ
い
て
き
そ
う
な
激
し
さ
で
、
三
た
び
、
そ
の

声
が
耳
に
刺
さ
っ
た
。

「
い
や
で
す
。
も
う
結
構
で
す
」

視
線
が
、
か
ら
み
あ
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
も
一
瞬
だ
っ
た
。
一
呼
吸
も
置
か
ぬ
う
ち
に
戸
波

の
体
は
宙
に
浮
き
、
加
速
を
つ
け
て
墓
地
の
土
に
叩
き
つ
け
ら
れ

て
い
た
。 儀

式 八
妓
終
Ｍ
Ｖ

吾

あ
ざ
や
か
、
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
ほ
ど
強
烈
な
背
負
投
で

あ
っ
た
。

支
局
長
が
、
は
ず
み
を
つ
け
て
、
そ
の
ま
ま
の
し
か
か
っ
て
く

る
。熱

い
往
復
ビ
ン
タ
が
、
頬
に
鳴
っ
た
。

「
馬
鹿
野
郎
…
…
卑
怯
も
の
：
…
・
意
気
地
な
し
：
：
：
」

Ⅲ良
一
題
字
も
）

ｂ
葉
月
一

ら
え
・
小
西
保
文

閏

八
あ
ら
す
じ
Ｖ
神
戸
に
君
臨
す
る
大
企
業
、
兵
庫
製
鉄
へ
兵
鉄
）
の
公
害
を
な
く

そ
う
と
、
毎
朝
新
聞
神
戸
支
局
の
石
津
支
局
長
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
、
取
材
を

す
す
め
て
い
た
。
昭
和
四
十
五
年
秋
の
こ
と
だ
。

仕
事
へ
の
悩
熟
を
失
い
、
パ
ー
の
女
ユ
カ
と
の
情
事
に
お
ぼ
れ
て
い
た
戸
波
竣
記

者
も
．
十
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
買
わ
れ
て
参
加
す
る
。
た
省
た
ま
酔
客
に
か
ら
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
助
け
て
や
っ
た
兵
鉄
秘
書
課
の
細
川
亜
紀
子
と
親
し
く
な
り
、
亜
紀
子

は
会
社
首
脳
の
新
聞
社
対
策
な
ど
を
そ
の
つ
ど
戸
波
に
知
ら
せ
て
協
力
す
る
。
亜
紀

子
の
兄
も
記
者
だ
っ
た
が
誤
報
事
件
の
ワ
ナ
に
か
け
ら
れ
て
自
殺
し
た
の
だ
っ
た
。

兵
鉄
の
花
房
総
務
部
長
ら
は
一
一
人
の
関
係
を
か
ぎ
つ
け
、
亜
紀
子
を
工
場
勤
務
へ

と
配
置
が
え
す
る
。
新
聞
社
に
も
記
事
と
り
や
め
の
申
し
入
れ
を
し
た
ら
し
く
、
支

局
長
や
泉
田
次
長
ら
は
本
社
へ
喚
問
さ
れ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
掲
城
直
前
に
中
止
と

決
ま
る
。
傷
心
の
戸
波
は
、
酒
に
溺
れ
激
悩
の
中
で
亜
紀
子
を
な
か
ば
暴
力
的
に
犯

し
、
絶
望
の
あ
ま
り
退
社
願
を
提
出
。
そ
の
夜
、
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
花
房
総
務
部

長
に
ひ
や
か
さ
れ
、
殴
ろ
う
と
し
て
逆
に
路
上
に
叩
き
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
ケ
ガ

の
見
舞
に
訪
れ
た
亜
紀
子
は
「
す
べ
て
、
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
」
と
告
げ
る
が
、

看
病
中
の
ユ
カ
の
愛
情
と
献
身
に
戸
波
の
心
は
傾
い
て
ゆ
く
。

一
方
、
同
僚
の
八
木
沢
ら
若
手
記
者
た
ち
は
、
本
社
へ
直
訴
し
て
記
事
の
掲
載
を

実
現
し
よ
う
と
計
画
す
る
が
、
居
合
わ
せ
た
支
局
長
ら
に
と
め
ら
れ
、
不
発
に
終
わ

る
。
一
週
間
後
、
金
原
と
い
う
男
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
支
局
へ
提
供
し
に
く
る
。
そ
れ

は
地
元
住
民
の
公
害
に
対
す
る
激
し
い
怒
り
を
つ
づ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

１
１４４
１
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あ
と
は
も
う
訳
の
わ
か
ら
な
い
う
な
り
声
と
と
も
に
、
上
司
の

舞
繰
戸
波
の
顔
面
に
昨
烈
し
つ
づ
け
て
い
る
。

不
思
議
な
快
感
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。

（
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
中
年
男
が
、
腹
の
中
で
は
泣
い
と
る

ん
や
な
か
ろ
う
か
）

そ
れ
に
違
い
な
い
ｌ
・
確
か
さ
が
、
胸
に
あ
ふ
れ
る
。
〃
鴻

か
い
痛
み
″
が
、
音
を
た
て
て
皮
層
を
裂
い
た
。

（
も
っ
と
、
な
ぐ
っ
て
ほ
し
い
）
と
思
っ
た
と
き
、
拳
の
雨
は
、

や
ん
だ
。

横
た
わ
っ
た
ま
ま
、
そ
っ
と
目
を
開
く
。

深
い
秋
の
い
ろ
を
帯
び
た
青
空
が
、
真
正
面
に
広
が
っ
て
い

た
。
疑
い
を
知
ら
ぬ
、
ど
こ
か
透
明
な
空
で
あ
る
。

儀
式
は
終
わ
っ
た
、
と
戸
波
は
思
う
。

訣
別
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
浴
び
な
く
て
は
な
ら
な
い
洗
礼

と
も
い
え
る
。
手
荒
ら
く
、
温
か
く
、
そ
し
て
、
ひ
ど
く
男
く
さ

い
儀
式
１
．

気
が
つ
く
と
、
支
局
長
は
背
を
向
け
て
す
わ
り
こ
ん
で
い
た
。

肩
が
瑞
い
で
い
た
。

激
し
い
動
き
の
せ
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も
泣
い
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

毎

も
の
厚
み
を
持
っ
て
く
る
ん
だ
な
あ
」

「
な
に
を
い
ま
さ
ら
、
青
く
さ
い
こ
と
い
う
と
る
ん
じ
ゃ
」

支
局
長
が
怒
っ
て
み
せ
る
。
が
、
声
と
は
裏
腹
に
頬
は
ほ
こ
ろ

び
て
い
る
。

く
ら
い
情
熱
を
も
て
余
し
て
い
た
日
々
が
ウ
ソ
の
よ
う
な
、
晴

れ
や
か
な
活
気
が
記
者
た
ち
の
回
り
に
あ
ふ
れ
た
。

書
き
改
め
ら
れ
た
原
稿
を
点
検
し
て
い
た
泉
田
次
長
が
、
ふ
と

顔
を
あ
げ
た
。

「
あ
す
、
本
社
へ
行
き
ま
す
」

「
う
む
、
お
れ
も
行
こ
う
。
こ
れ
だ
け
整
え
ば
、
本
社
だ
っ
て
考

え
な
お
す
か
も
し
れ
ん
ぞ
」

「
大
丈
夫
で
す
よ
」

そ
の
と
き
、
入
口
で
高
い
声
が
し
た
。
思
い
が
け
な
い
客
は
大

阪
本
社
地
方
部
の
池
谷
部
長
だ
っ
た
。

「
や
あ
、
突
然
で
失
礼
」

こ
の
男
に
し
て
は
精
い
っ
ぱ
い
フ
ラ
ン
ク
な
ポ
ー
ズ
で
片
手
を

あ
げ
る
と
、
窓
側
の
ソ
フ
ァ
に
腰
を
お
ろ
し
た
。

支
局
長
と
は
社
内
的
に
は
同
格
で
あ
る
。
が
、
年
齢
も
社
歴
も

古
い
部
長
は
、
や
は
り
先
輩
め
い
た
姿
勢
で
支
局
長
を
手
招
い
た
。

そ
し
て
、
秘
め
ご
と
を
打
明
け
る
よ
う
な
口
調
で
低
く
い
っ
た

「
例
の
兵
庫
製
鉄
の
件
な
、
あ
れ
、
掲
載
Ｏ
Ｋ
に
な
っ
た
よ
」

「
：
。
。
◇
・
・
・
０
．
．
．
」

「
き
の
う
緊
急
編
集
局
長
会
議
が
東
京
で
開
か
れ
て
な
、
そ
こ
で

承
認
に
な
っ
た
ん
や
。
承
認
と
い
う
よ
り
、
公
害
問
題
に
は
社
を

挙
げ
て
積
極
的
に
取
り
組
む
。
相
手
が
一
社
で
あ
ろ
う
と
、
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
的
な
数
社
で
あ
ろ
う
と
、
遠
慮
な
く
書
い
て
い
こ
う

と
、
ま
あ
、
そ
う
い
う
方
針
が
決
ま
っ
た
」

支
局
長
は
、
な
に
か
他
人
事
で
も
聞
い
て
い
る
よ
う
な
表
情
に

な
っ
た
。
遠
い
目
で
、
部
長
を
眺
め
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

「
そ
の
方
針
で
い
く
と
な
る
と
、
あ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ま
さ
に

打
っ
て
つ
け
の
企
画
や
な
」

「
し
か
し
、
こ
の
間
ま
で
、
あ
れ
は
…
・
・
・
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
、
も
う
い
い
の
や
。
と
に
か
く
な
、
あ
れ
ほ
ど

タ
イ
ム
リ
ー
な
力
作
は
地
方
版
だ
け
じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い
。
本
紙

145
１

三
日
が
過
ぎ
た
。

神
戸
支
局
の
編
集
室
は
、
熱
気
の
な
か
で
燃
え
つ
づ
け
て
い
た
。

金
原
祐
介
ら
地
元
の
人
た
ち
の
集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
花
が
咲

き
、
実
が
な
っ
た
の
だ
。
確
認
の
取
材
を
積
み
重
ね
る
た
び
に
、

そ
れ
は
重
厚
な
肉
を
つ
け
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
兵
庫
製
鉄
従
業

員
の
ナ
マ
の
声
は
、
百
戦
練
磨
の
記
者
た
ち
も
息
を
の
む
ほ
ど
の

迫
力
が
あ
っ
た
。

企
業
意
識
と
住
民
感
情
と
の
板
ば
さ
み
の
中
で
、
彼
ら
は
彼
ら

な
り
に
良
心
と
闘
い
、
悩
ん
で
い
る
。
そ
の
赤
裸
々
な
声
は
、
読

む
も
の
の
こ
こ
ろ
を
打
つ
だ
ろ
う
。

「
読
者
で
す
ね
え
」

う
め
く
よ
う
に
、
八
木
沢
が
つ
ぶ
や
く
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
お
れ
た
ち
の
仕
事
っ
て
、
読
者
が
後
援
し
て
く
れ
た
ら
、
何
倍
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凸

の
社
会
面
で
大
々
的
に
掲
載
し
て
い
こ
う
や
な
い
か
」

あ
ざ
と
い
豹
変
１
１
．
そ
の
あ
ざ
と
さ
を
恥
じ
る
風
も
な
く
、

部
長
は
言
葉
を
重
ね
た
。

「
き
っ
と
本
社
で
も
評
判
に
な
る
よ
。
い
か
に
も
あ
ん
た
ら
し
い

鋭
い
企
画
や
か
ら
な
あ
」

局
長
や
本
社
と
い
う
単
語
は
飛
び
出
す
が
、
読
者
つ
ま
り
住
民

側
に
対
す
る
意
識
が
言
葉
に
な
っ
て
こ
な
い
。
そ
の
こ
と
に
支
局

長
は
い
ら
だ
っ
た
。

し
か
し
、
部
長
は
「
じ
ゃ
、
よ
ろ
し
く
」
と
、
あ
っ
さ
り
立
ち

上
が
っ
た
。
い
つ
も
の
熊
の
よ
う
な
足
ど
り
で
、
た
ち
ま
ち
背
中

が
消
え
た
。

入
れ
替
わ
り
に
八
木
沢
と
泉
田
が
か
け
寄
っ
て
き
た
。
彼
ら
は

彼
ら
な
り
に
、
聞
き
耳
を
立
て
て
い
た
の
だ
。

「
支
局
長
、
あ
の
原
稿
、
解
禁
で
す
ね
」

支
局
長
は
、
か
す
か
に
肯
い
た
。
む
し
ろ
、
こ
の
男
と
し
て
は

不
き
げ
ん
な
表
情
に
み
え
た
。

「
社
会
面
で
扱
い
た
い
そ
う
だ
」

，
一
一
一
ト
ー

一手一一一一

咽

｡

「
ヘ
ー
え
、
そ
い
つ
は
ま
た
急
に
．
…
．
．
」

八
木
沢
は
、
ち
ょ
っ
と
お
ど
け
て
み
せ
た
。
そ
う
し
な
け
れ

ば
、
気
持
の
表
現
の
し
ょ
う
が
な
い
と
で
も
い
う
よ
う
に
…
：
．
。

「
で
も
、
よ
か
っ
た
。
粘
っ
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
ね
」

「
み
ん
な
に
も
、
苦
労
か
け
た
な
あ
。
ほ
ん
と
に
よ
く
や
っ
て
く

れ
た
」指

揮
官
ら
し
か
ら
ぬ
、
し
ょ
ぽ
く
れ
た
口
調
だ
っ
た
。
ど
う
み

て
も
、
そ
れ
は
勝
利
者
の
勝
開
に
は
聞
こ
え
な
い
。

「
ほ
か
に
何
か
あ
っ
た
ん
で
す
か
」

泉
田
が
、
す
ば
や
く
察
知
し
た
ら
し
い
質
問
を
浴
び
せ
て
き
た
。

「
い
や
、
な
ん
や
急
に
張
り
あ
い
が
な
く
な
っ
て
な
あ
」

苦
笑
ま
じ
り
で
い
う
と
、
急
に
支
局
長
は
八
木
沢
を
指
さ
し
て

喚
い
た
。

「
君
、
い
ま
す
ぐ
戸
波
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
く
れ
。
い
な
か
っ
た

ら
、
神
戸
じ
ゅ
う
捜
し
て
、
と
に
か
く
支
局
へ
連
れ
て
き
て
く
れ
。
」

「
原
稿
解
禁
の
こ
と
、
知
ら
せ
て
い
い
の
で
す
ね
」

「
当
た
り
前
や
。
あ
い
つ
が
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
、
一
番
の

１
１４６
１

知
ら
せ
て
い
い
の
で
す
ね
」

つ
が
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
、
一
番
の

功
労
者
や
が
な
」

一
気
に
ど
な
る
と
、
声
を
落
と
し
て

つ
ぶ
や
い
た
。

「
あ
の
腰
抜
け
、
何
を
ボ
ヤ
ボ
ヤ
し
て

や
が
る
の
や
」

だ
が
、
そ
の
〃
腰
抜
け
″
は
ア
パ
ー

ト
に
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
は
す
で
に
引

き
払
っ
て
い
て
「
行
先
は
わ
か
ら
な
い
」

と
管
理
人
の
返
事
が
か
え
っ
て
き
た
。

朝
早
く
の
一
番
機
と
い
う
せ
い
だ
ろ

う
か
、
大
阪
発
の
全
日
空
宮
崎
便
は
意

外
に
す
い
て
い
る
。

中
ほ
ど
の
席
に
腰
を
お
ろ
し
、
座
席

ベ
ル
ト
を
し
め
終
わ
る
と
、
戸
波
と
ユ

カ
は
目
を
合
わ
せ
て
、
ど
ち
ら
か
ら
と

＝,
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●

も
な
く
笑
み
を
交
わ
し
た
。

新
し
い
生
活
の
拠
点
で
あ
る
ユ
カ
の
ア
パ
ー
ト
に
引
越
し
た
。

二
人
一
緒
に
芦
屋
の
画
廊
で
働
く
こ
と
も
決
ま
っ
た
。
そ
し
て
い

ま
、
何
は
と
も
あ
れ
、
ユ
カ
の
実
家
が
あ
る
宮
崎
へ
飛
ぶ
。
そ
こ

で
、
結
婚
の
正
式
な
申
込
み
を
す
る
。

そ
れ
が
、
こ
の
三
日
間
で
決
ま
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
の
で
あ

る
。

ユ
カ
が
、
頭
を
そ
っ
と
戸
波
の
肩
に
寄
せ
て
き
た
。

「
と
う
と
う
、
行
く
の
ね
」

「
あ
あ
」

「
ほ
ん
と
に
、
い
い
の
ね
」

「
ま
た
、
そ
れ
を
い
う
」

軽
く
に
ら
ん
で
、
肩
を
抱
き
寄
せ
る
。
体
温
が
戸
波
の
体
温
に

重
な
る
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
が
朝
刊
を
抱
え
て
回
っ
て
き
た
。
一
部
受
け

と
っ
て
、
機
械
的
に
社
会
面
を
ひ
ら
く
。

瞬
間
、
心
臓
が
凍
っ
た
。
頭
の
中
が
、
ガ
ン
ガ
ン
と
鳴
っ
た
。

「
兵
庫
製
鉄
の
公
害
源
を
衝
く
」

材
木
の
よ
う
な
見
出
し
を
ト
ッ
プ

に
、
社
会
面
の
七
割
を
占
め
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
目
に
飛
び
こ
ん
で
き
た
か
ら

だ
。（

や
っ
た
）

鋭
角
的
で
、
重
量
感
あ
ふ
れ
る
記
事

だ
っ
た
。
か
な
り
書
き
改
め
ら
れ
た
痕

は
あ
る
が
鐸
明
ら
か
に
戸
波
が
取
材
し
、

ま
と
め
た
、
部
分
も
の
っ
て
い
る
…
。

（
と
う
と
う
、
や
り
や
が
っ
た
）

む
さ
ぼ
る
よ
う
に
活
字
を
追
い
な
が

ら
、
ふ
と
吐
息
が
胸
底
か
ら
わ
き
上
が

っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
彼
自
身
、
敗
残

者
と
い
う
立
場
を
確
認
さ
せ
ら
れ
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

Ｆ君

「
な
お
、
神
戸
の
公
害
を
考
え
る
シ
リ

ー
ズ
〃
赤
い
け
む
り
″
を
、
あ
す
か
ら
連
載
し
ま
す
」

末
尾
の
お
知
ら
せ
柵
に
ま
で
目
を
や
る
と
、
い
っ
た
ん
目
を
閉

じ
た
。
記
者
た
ち
の
顔
が
一
人
ず
つ
浮
か
ん
で
は
消
え
た
。

ど
ん
な
曲
折
が
あ
っ
た
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
だ
が
、
と
に

か
く
彼
ら
は
勝
っ
た
。
目
的
を
と
げ
た
。
そ
の
事
実
が
、
鋭
い
ム

チ
と
な
っ
て
戸
波
を
打
ち
の
め
し
て
ゆ
く
。

飛
行
機
が
動
い
た
。

エ
プ
ロ
ン
か
ら
か
ら
滑
走
路
へ
、
や
が
て
、
軽
い
シ
ョ
ッ
ク
を

残
し
な
が
フ
ワ
ッ
と
浮
上
す
る
。

「
あ
、
飛
ん
だ
」

ユ
カ
が
小
さ
な
叫
び
を
上
げ
た
。

戸
波
の
心
の
中
を
読
め
な
い
ま
ま
、
自
ら
の
感
動
に
浸
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
ユ
カ
は
す
ぐ
真
顔
に
戻
っ
た
。
ひ
ど
く
思
い
つ
め
た

表
情
で
、
戸
波
を
み
つ
め
た
。

「
お
渡
し
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
す
」

改
ま
っ
た
口
調
で
前
置
き
す
る
と
、
足
元
の
バ
ッ
グ
の
底
か
ら

７
１
４
１
１

母
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て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
自
分
の
意
志
に
反
し

て
、
好
き
で
も
な
い
男
に
引
き
ず
ら
れ
、
暗
い
夜
を
送
り
迎
え

て
い
た
、
弱
く
て
、
ダ
メ
な
女
。
大
会
社
の
秘
書
嬢
な
ん
て
仮

面
を
か
ぶ
っ
て
、
ほ
ん
に
愚
か
な
半
生
で
し
た
。

相
手
の
男
性
は
、
ご
想
像
に
ま
か
せ
ま
す
。
で
も
、
も
う
そ
の

男
を
憎
ん
だ
り
呪
っ
た
り
な
ん
か
し
て
い
ま
せ
ん
。
責
め
ら
れ

る
べ
き
は
、
私
自
身
な
ん
で
す
も
の
。

あ
な
た
の
セ
ー
タ
ー
。
ほ
ん
と
は
頂
い
て
し
ま
う
つ
も
り
で
し

た
。
だ
け
ど
、
迷
っ
た
す
え
送
り
返
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
過

紙
包
み
を
ひ
っ
ぱ
り
出
し
て
き
た
。

そ
れ
は
、
戸
波
あ
て
の
郵
便
小
包
み
だ
っ
た
。

「
引
越
し
の
朝
、
配
達
さ
れ
た
の
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
ユ
カ
、
な

ん
だ
か
渡
し
た
ら
い
け
な
い
も
の
の
よ
う
な
気
が
し
て
、
と
う
と

う
、
こ
こ
ま
で
持
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
・
・
・
…
。
本
当
に
、
ご
め
ん

な
さ
い
」

い
ま
に
も
泣
き
出
し
そ
う
に
顔
を
ゆ
が
め
な
が
ら
、
く
ど
く
ど

と
言
訳
を
し
て
い
る
。

（
な
に
が
、
そ
れ
ほ
ど
ユ
カ
を
篇
跨
さ
せ
た
の
か
）

差
出
人
の
名
前
を
見
よ
う
と
、
包
み
を
裏
返
す
。
そ
の
瞬
間
、

戸
波
は
息
を
の
ん
だ
。

「
細
川
亜
紀
子
」

サ
イ
ン
ペ
ン
の
細
い
字
は
、
は
っ
き
り
と
そ
う
書
か
れ
て
い
る
。

ひ
も

ひ
き
ち
ぎ
る
よ
う
に
紐
を
外
す
。
包
み
を
ひ
ら
く
。

「
あ
、
こ
れ
は
…
…
」

８
１
４
１
１

な
か
か
ら
出
て
き
た
の
は
、
男
も
の
の
セ
ー
タ
ー
だ
っ
た
。
黒

い
、
ハ
イ
ネ
ッ
ク
Ｉ
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
戸
波
自
身
の
も
の
で

あ
る
。
亜
紀
子
を
、
な
か
ば
力
づ
く
で
侵
し
た
あ
と
、
破
れ
た
ブ

ラ
ウ
ス
の
代
り
に
と
彼
女
に
与
え
た
あ
の
セ
ー
タ
ー
に
違
い
な
い

Ｏ
あ
の
夜
、
そ
し
て
翌
朝
の
情
景
が
、
鮮
烈
に
よ
み
が
え
っ
た
。

ふ
た
り
を
引
き
裂
い
た
、
残
酷
な
一
夜
の
一
つ
ひ
と
つ
が
Ｉ
。

房．

、
そ
し
て
翌
朝
の
情
景
が
、
鮮
烈
に
よ
み
が
え
っ
た
。

引
き
裂
い
た
、
残
酷
な
一
夜
の
一
つ
ひ
と
つ
が
１
．

ユ
カ
が
、
お
び
え
、
ひ
き
つ
っ
た
頬
で
み
つ
め
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
気
づ
か
う
余
裕
は
な
か
っ
た
。

セ
ー
タ
ー
の
間
か
ら
ポ
ト
リ
と
落
ち
た
封
書
を
認
め
る

と
、
戸
波
は
あ
わ
た
だ
し
く
封
を
切
っ
た
。
細
い
女
文

字
に
目
を
走
ら
せ
た
。

戸
波
様

ひ
と
り
旅
に
出
ま
す
。

会
社
は
、
や
め
ま
し
た
。
も
う
兵
庫
製
鉄
と
は
何
の

関
係
も
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

あ
な
た
が
こ
の
手
紙
を
手
に
す
る
こ
ろ
、
私
は
多
分
、

兄
が
命
を
絶
っ
た
あ
の
九
州
の
町
に
い
る
で
し
ょ

う
。
兄
の
友
人
が
、
そ
こ
で
仕
事
を
世
話
し
て
く
れ

る
は
ず
で
す
か
ら
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
母
の
許
や

神
戸
に
は
、
二
度
と
戻
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
が
薄
有
感
づ
い
て
い
る
よ
う
に
。
私
は
汚
れ

た
女
で
す
。
あ
の
神
戸
港
の
ヘ
ド
ロ
み
た
い
に
汚
れ

⑧

０
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＜神戸っ子愛読者サロン＞

い
つ
の
間
に
か
座
席
ベ
ル
ト
を
外
し
て
い
た
。

無
意
識
の
う
ち
に
、
飛
行
機
か
ら
脱
出
す
る
よ
う
な
行
動
へ
移

ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。

「
書
き
つ
づ
け
て
く
だ
さ
い
」
ｌ
遠
く
に
亜
紀
子
の
声
を
聞
く
、

想
い
が
す
る
。

「
重
だ
運
く
な
い
ぞ
」
ｌ
支
局
長
の
蛮
声
が
そ
れ
に
重
な
っ
た
。

☆
毎
月
「
神
戸
っ
子
」
を
読
ん
で
、
良
く

神
戸
の
雰
囲
気
が
出
て
い
る
と
思
う
。

特
に
ひ
か
れ
る
の
は
風
景
紹
介
の
画
家

の
ス
ケ
ッ
チ
入
り
の
頁
で
あ
る
。

そ
れ
に
各
商
店
の
最
も
特
徴
の
出
し
て

あ
る
商
品
紹
介
や
、
流
行
が
見
て
い
て
楽

し
い
し
、
使
用
の
紙
の
質
が
適
当
だ
と
思

う
。
編
集
後
記
と
最
後
の
頁
の
ユ
ー
モ
ア

で
〃
あ
あ
、
た
の
し
か
っ
た
″
で
結
椛
、

結
椎
／

追
伸
、
阪
神
間
の
美
術
館
と
、
そ
の
内

容
も
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

八
大
阪
市
南
区
末
吉
橋
通
２
‐
７

第
百
生
命
保
険
相
互
会
社
関
西
総
務

課
森
脇
宏
Ｖ

☆
神
戸
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
洋
画
家
の

方
々
が
多
い
神
戸
で
、
絵
に
な
る
風
景
も

あ
り
、
新
年
号
か
ら
カ
ラ
ー
の
企
画
も
考

え
て
い
ま
す
。
乞
ご
期
待
／
・
美
術
館
な

る
べ
く
く
わ
し
く
ご
紹
介
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
八
編
集
部
Ｖ

☆
金
木
犀
の
香
り
が
一
杯
に
た
だ
よ
っ
て

心
が
洗
わ
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。

神
戸
っ
子
、
月
号
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
〃
十
周
年
″
を
迎
え
た
さ
ん
ち

か
ダ
ウ
ン
の
ご
意
見
の
中
の
〃
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
と
し
て
の
都
市
機
能
の
一
端
を

担
う
〃
に
大
賛
成
で
す
。
ま
す
ま
す
発
展

し
て
ゆ
く
神
戸
の
中
心
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
〃
神
戸
の
女
は
日
本
一
〃

同
感
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
宝
塚
市
丸
本
明
子
Ｖ

☆
華
房
良
輔
先
生
の
〃
神
戸
の
女
は
日
本

一
〃
あ
ち
こ
ち
か
ら
同
感
と
い
う
声
を
聞

い
て
い
ま
す
。
神
戸
の
中
に
つ
か
っ
て
い

る
と
い
が
い
に
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
け

れ
ど
…
。
華
房
先
生
よ
う
こ
れ
か
ら
神
戸

で
も
て
ま
つ
せ
／
そ
れ
に
し
て
は
編
集
部

の
女
性
は
ホ
ン
マ
に
も
て
へ
ん
ネ
。

八
編
集
部
Ｖ

１
１４９
１

去
と
名
の
つ
く
も
の
は
、
あ
な
た
を
ふ
く
め
て
、
す
べ
て
葬
っ

て
し
ま
わ
な
く
て
は
…
…
と
思
い
直
し
た
か
ら
で
す
。

そ
の
方
が
あ
な
た
に
も
、
そ
し
て
、
あ
な
た
の
傍
に
い
ら
っ
し

や
る
ひ
と
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
そ
う
だ
し
．
．
…
・
・

元
気
で
生
き
て
く
だ
さ
い
。

挫
折
し
た
兄
に
代
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
●
ヘ
ン
を
離
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
な
ん
の
力
も
な
い
市
民
の
た
め
に
、
精
い

っ
ぱ
い
書
き
つ
づ
け
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
、
私
の
最
後
の
お
願

い
で
す
。

さ
よ
う
な
ら

亜
紀
子

t a l k a n d t a l k

☆
「
思
い
つ
い
た
こ
と
」

発
刊
日
が
毎
月
何
日
か
よ
く
知
り
ま
せ

ん
が
、
届
く
の
は
い
つ
も
中
旬
以
降
、
時

に
は
二
十
日
頃
に
な
る
時
が
あ
り
、
他
の

雑
誌
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
月
遅
れ
を
読
ん

で
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
「
神
戸
の
催
し
物
ご
案

内
」
が
月
初
め
か
ら
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
半
分
は
終
っ
た
後
な
の
で
す
。
も
し

発
刊
が
遅
い
の
で
し
た
ら
翌
月
に
ま
た
が

て
、
掲
載
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

内
容
は
、
今
の
ま
ま
で
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
・
八
岡
山
市
須
々
木
茂
Ｖ

★
ま
こ
と
に
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
発
行
日

は
毎
月
一
日
の
予
定
で
す
。
十
二
月
は
五

日
迄
に
、
新
年
号
は
年
内
発
刊
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
の

ほ
ど
。
目
下
、
必
死
の
パ
ッ
チ
で
追
い
こ

ん
で
お
り
ま
す
。
カ
ン
ー
ー
ン
ノ
、

八
編
集
部
一
同
Ｖ

別

■宝上

突
然
、
ユ
カ
が
腕
に
し
が
み
つ
い
て
き
た
。
イ
ャ
イ
ャ
を
す
る

よ
う
に
首
を
激
し
く
振
り
な
が
ら
、
い
ま
に
も
あ
ふ
れ
そ
う
な
涙

を
必
死
に
こ
ら
え
て
い
る
。

窓
外
の
、
は
る
か
下
界
に
神
戸
の
街
が
み
え
た
。
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
の
す
ぐ
東
側
の
工
場
群
が
、
赤
黒
い
煙
を
吐
き
出
し
て
い

る
。（

兵
庫
製
鉄
だ
）

訳
の
わ
か
ら
な
い
衝
動
が
、
再
び
戸
波
を
襲
っ
た
。
そ
れ
は
闘

志
と
も
い
え
る
。
静
か
な
敵
意
と
呼
ん
で
い
い
の
か
も
し
れ
な

い
。戸

波
は
、
か
す
か
に
胴
震
い
し
た
。

ふ
き
上
げ
る
煙
が
目
に
し
み
た
か
の
よ
う
に
、
飛
行
機
が
ぐ
ん

と
高
度
を
上
げ
た
。

（
お
わ
り
）

永
い
間
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
「
ま
だ
遅
く
な
い
」
も
今
回
で
完
結
い
た
し

ま
し
た
。
葉
月
一
郎
、
小
西
保
文
両
先
生
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お

新
年
号
か
ら
福
元
早
夫
（
第
四
回
プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
賞
受
賞
者
）
先
生
と
山
木

文
彦
（
二
紀
会
）
先
生
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
連
戦
小
説
が
始
ま
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
集
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
五
○
○
円

１
年
分
三
○
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

芦
屋
宝
盛
館
芦
屋
市
公
光
町

昭
文
堂
芦
屋
市
月
若
町

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

本
山
宝
盛
館
東
灘
区
本
山

北
村
書
店
東
誰
区
御
影
中
町

南
天
荘
誓
店
阪
急
六
甲
駅
２
階

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

★
あ
る
新
川
社
の
人
か
ら
「
神
戸
と
い
う

の
は
不
思
議
な
街
で
す
ね
。
一
般
的
に
見

て
も
、
神
戸
の
人
工
島
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
の
も
つ
ウ
エ
イ
ト
は
大
変
な
も
の
で
し

ょ
う
。
都
心
か
ら
十
分
程
の
距
離
に
例
え

ば
、
現
在
の
生
田
区
と
同
じ
だ
け
の
広
さ

を
も
つ
さ
ら
地
が
出
来
よ
う
と
し
て
い
る

ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
取
材
し
よ
う
に
も

あ
ま
り
反
応
が
な
い
ん
だ
。
お
っ
と
り
と

し
て
い
る
の
か
、
露
場
な
の
か
、
無
関
心

と
い
う
の
か
、
ま
っ
た
く
入
ご
と
の
よ
う

で
、
不
可
解
で
す
な
」
つ
ま
り
、
紙
為
無

簸
だ
と
い
う
わ
け
。
実
際
こ
れ
に
は
返
答

の
仕
様
が
な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
。

八
小
泉
康
夫
Ｖ

★
こ
れ
ぞ
神
戸
と
い
う
文
化
展
示
物
を
と

い
わ
れ
る
と
、
は
て
さ
て
少
い
も
の
で
。

海
も
山
も
異
人
館
も
百
貨
店
に
も
ち
こ
む

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

濁
剛
１
８
７
２

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は
思
い
が
け
な
い
と
に
し
む
ら
加
珠
セ
ン
タ
ー
街
店

こ
ろ
で
お
求
逃
に
な
れ
ま
す
。

★
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
回
剛
３
５
３
５
神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
二
丁
目
両
側
０
６
６
９

★
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
バ
ロ
ン
ト
ア
ロ
ー
ド
店
衝
伽
１
２
１
０

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

★
神
戸
の
レ
ス
ト
ラ
ン

神
戸
市
生
田
区
京
町
画
剛
８
１
１
１
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

神
戸
市
葺
合
区
磯
辺
通
４
回
剛
７
２
７
７

神
豆
叩
郵
合
区
浜
辺
通
画
剛
４
１
７
１
れ
ん
が
亭
（
ト
ア
・
ロ
ー
ド
）

神
戸
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

回
剛
７
１
６
８

神
戸
市
波
止
場
町
１
番
地
中
突
神
一
星
巾
生
田
区
下
山
手
通
２
丁
目
拠

冒
剛
２
１
５
１
ス
ー
プ
と
パ
ン
の
店
キ
ャ
ン
テ
ィ
北
店

ホ
テ
ル
神
戸

神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
３
丁
目

画
剛
３
６
６
１

神
一
足
巾
葺
合
区
熊
内
町
回
剛
５
４
３
１
蛸
の
壷

ホ
テ
ル
三
宮
セ
ン
ト
ラ
ル

大
丸
山
側
日
東
館
北
側
衝
剛
１
０
３
３

神
一
厘
巾
葺
合
区
布
引
町
宮
剛
５
０
３
１
☆
ス
タ
ン
ド
・
ス
ナ
ッ
ク
。
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

六
甲
山
ホ
テ
ル

ク
ラ
プ
小
万
生
田
束
門
筋
中
島
ピ
ル

神
一
足
、
灘
区
六
甲
山
町
ロ
剛
０
３
０
１
バ
ス
・
チ
ャ
ー
リ
ン
ト
ン
ト
ア
ロ
ー
ド

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ヌ
ベ
ー
ル
ト
ア
ロ
ー
ド
西
入
る

証
区
六
甲
山
西
谷
上
宥
剛
０
３
３
３
神
戸
時
代
北
野
町

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
頂
い
た
方
が
た
竹
馬
準
之
助

評
比
袴
重
雑
赴
謝
稚
一
一
一
鋤
鶴
鍵
一
鑑

砂
野
仁
古
林
喜
楽
率
岬
銅

乾
豊
彦
坂
井
時
忠
中
巻
弘

石
野
信
一
雀
部
昌
之
介
中
西
勝

石
野
成
明
佐
藤
廉
難
波
還

極
融
証
降
諦
釧
秀
棒
南
部
圭
一
一
一

岡
崎
忠
塩
路
義
孝
端
諦
霊
三
職

州
曽
癖
鎮
鑑
鋤
諏
錘
錘
熱
水
需
一
認

霊
桝
唾
嘩
敵
岬
清
割
福
冨
芳
美

嘉
納
毅
六
滝
川
勝
一
一
津
崎
読
祷

柏
井
健
一
武
田
繁
太
郎
宮
地
襲
二

鴨
居
玲
田
宮
虎
彦
光
田
顕
司

棒
癖
詩
浄
郵
癖
健
一
郷
蔀
雌
睡
一
一
鋤

小
磯
良
平
田
辺
聖
子
元
永
定
正

州
癖
》
》
榊
諦
癖
誌
椿
戸
誰
年
》
議
癖

後編

１
１５０
１

神
戸
っ
子

出
会
う
時

とハタハ

ｰ

笹

凌
雲
荘

誰
区
六
甲
山
西
谷
上
回
剛
０
２
２
３

★
大
阪
の
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ
ロ
ビ
ー
〈
キ
オ
ス
ク
〉

大
阪
市
大
淀
区
大
淀
町
南
錘
町
唱
哩
１
１

☆
神
戸
の
喫
茶
店

に
し
む
ら
卵
排
中
山
手
店

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
１

迫

わ
け
に
も
い
か
ず
、
人
間
が
面
白
い
の
で

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
ム
リ
。
東
京
渋
谷
西

武
の
「
神
戸
フ
ェ
ア
」
で
、
ま
た
ま
た
ハ

イ
カ
ラ
神
戸
を
一
か
ら
考
え
直
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。
八
小
泉
美
喜
子
Ｖ

☆
今
、
神
戸
で
の
ヤ
ン
グ
の
動
き
が
注
目

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ど
う
神
戸
を
動
か
し
て

い
く
パ
ワ
ー
に
な
り
得
る
か
／
若
き
小

生
（
？
）
も
頑
張
ら
に
ゃ
あ
八
川
端
秋
一
Ｖ

☆
自
己
紹
介

（
遍
歴
）
…
…
最
初
は
不
明
Ｉ
川
端
康
成

ｌ
安
部
公
房
ｌ
大
江
他
三
郎
ｌ
小
田
実
Ｉ

高
橋
和
巳
Ｉ
井
上
光
晴
ｌ
野
坂
昭
如
：
…
．

現
在
は
不
明
。
八
佐
井
裕
勝
Ｖ

☆
知
ら
ぬ
間
に
今
年
も
幕
れ
て
ゆ
く
時

が
忘
れ
る
た
め
の
薬
な
ら
時
の
経
つ
の

も
ま
た
結
椛
た
だ
し
忘
れ
る
こ
と
が

出
来
る
な
ら
・
・
…
．
出
来
な
い
な
ら
：
．
…
時

は
経
つ
こ
と
が
な
い
の
で
す
よ
あ
り
が

と
う

八
か
は
さ
き
Ｖ

★
色
々
話
題
を
呼
ん
だ
「
ま
だ
遅
く
な

い
」
が
完
結
。
葉
月
一
郎
、
小
西
保
文
両

先
生
、
本
当
に
長
い
間
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
八
中
村
雅
子
Ｖ

ラ
ン
書
房
葺
合
区
布
引
町
４

神
戸
図
書
生
田
区
古
淡
通
１

コ
ー
ベ
プ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

日
東
館
大
丸
前

漢
口
堂
三
宮
店
京
町
筋

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

隆
司
書
房
新
開
地
本
通

漢
口
堂
書
店
淡
川
商
店
街

秋
田
百
文
館
長
田
区
腕
塚
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

木
村
書
店
明
石
市
桜
町

★
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
戦
ご
希
望

の
方
は
編
菜
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

☆
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
集
室
内
に
あ
り
ま
す
。

記集

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
１
７
６

☆
発
行
／
訓
年
哩
月
１
日

☆
編
築
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
菜
室

神
戸
市
生
田
区
束
町
１
１
３
ノ
ー

大
神
ピ
ル
７
階

回
（
三
三
一
）
二
二
四
六
（
代
）

振
替
口
座
神
戸
四
五
一
九
六

頒
価
２
０
０
円
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神戸のうまいもんとドリンキングま キン ンミ円 つの
☆日本料理
讃岐名代うとんぁ砦や号

神戸市蕪合区旗塚旭７－５ＴＥＬ２３１－６３００
トアロート店ＴＥＬ３９１－２５３８
兵雌駅前店ＴＥＬ５７５５３０６

和 食くれない
三宮』k 、祈道換側中央

ＫＣＢビル２ＦＴＥＬ３３１－０４９４

力 ・ぽう吉本
神戸市生田区加納町３丁目９５－１

（ニユーンャパン別館前）ＴＥＬ２４１－３４５０

鯛蝋騒織鵜,撃張鍛二雛味酉
る里鋤歌･ おむ･ I ･ び－

筋もの心、 神j7 I M l l I K北lと卿山２〃》１
ＴＥＬ３３１－５５３５

た こ魁たちばな
皇桝センター伽( 川柳筋ＴＥＬ３３１－０５７２

北海道郷 L 料叩蝦夷
謝織,M|撚燃緋'１１暗

ＴＩＺＬ３３１７７７０

力１斗理婆裟羅（ばさら）
抑jHI1i'1111Ⅸ北1と峡辿１Ｊ１１１８

鋪阪急i 1 I i I 1 北{ 1 1 リレイーボプラザ１，２Ｆ
ＴＥＬ３２１－６３６３

蚕 鳶瞳 ｳ 窯瀬戸
神戸lIf ' '三田区山本通３丁脚27の９
禰戸ピル１ＦＴＥＬ２２１－６５４８

☆西洋料理
¥ ‘五 A 易竺アポロン

神戸市郷合区八幡通５丁目６ＴＥＬ２５１－３２３１

レストラジ墨皮くあら力､ わ＞
神戸市生田区中山手２－９ＴＥＬ2 2 1 - 8 5 4 7 . 2 3 1 - 3 3 1 5

鎧ｆＷ６ｆＥＳＡＮ－ＭＯＮ三門
神戸市生田区中山手通一丁目9 8 ノ９９ＴＥＬ３３１－５８１７

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｭ れんが亭
神戸市生田区下山手通２ｒ目３４ＴＥＬ3 3 1 - 7 1 6 8

レ ストラ参セントジョージ
神戸市生田区北野町1 丁目1 3 0 T E L 2 4 2 - I 2 3 4

レ ストラ／男爵
キlIIfIrl,′細iⅨ中山７－１－１８

山手第一ヒルl F T E L 2 4 1 - O 7 7 8
m a i s o n d e 花 屋敷lamo d e

三宮フラワーロード市役所前ＴＥＬ2 5 1 - 2 1 0 9

銭 版グリルきゃんどる
神戸市生田区北長狭通２－２２ＴＥＬ3 3 1 - 1 1 8 3

レストランフイッシヤーマンズポート
神戸港第４突堤ポートターミナル

ＴＥＬ３３１０３０Ｉ

鳩侭畷ロス・ヒターノスフラメジコショー
塩１１I 区下山乎通３】~ 1 . 1 2 2
下1 1 1 系セントラルハイツ

ＴＥＬ３９１－５４３１

レストランムーンライト

グﾘﾙ.鉄板焼月三宮･生田新進TEL331-9554T E L 3 3 1 - 2 5 0 9
B A R B E ＣＵＥ一 段& S ＴＥＡＫノ、

生川区元町通３ＴＨ
ＴＥＬ３３１２１０８

レストランスィスシャレー
神戸市生田区北野町３丁目4 8 アールドマンションｌＦ

ＴＥＬ２２１４３４３

ブラ／ス料理ビストロドゥリヨン
神戸市生Ⅲ区山本通２丁目４０－１

．r E L 2 2 1 - 2 7 2 7

ピ ソツアハウスピノツキオ
神戸市生田区中山手２１０１

ＴＥＬ3 3 1 3 5 4 5

1 , ストラ〉フツク東店
神戸市生田区栄町１－５－３ＴＥＬ3 2 1 - 3 2 0 7

ピザ＆ ガ ルの店スパケティ
郵合区琴緒町5 丁目１－７西山ピルl F T E L 2 4 1 - 9 0 2 5

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ウスグリル青山
神戸市生田区中山手通2 - j ~ 目1 1 2 - 2 （トアロード) ＴＥＬ3 9 1 - 4 8 5 8

レ ストランフツクキ申戸店
神戸市坐皿区栄町通２丁目２４ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 5 3

レ ストラン元町フルーツホール
フランス料理 元町１番街ＴＥＬ3 3 1 - 1 9 8 7

ピ ザ ･ パブピザ・パテオ
神ﾉ , , I i 龍醐区沌町迩ＩｒＩ] 4 9 ( 元町１離街）

ＴにＬ3 3 1 9 3 7 8

汐 スドラよ火の烏
，神戸市生山区中山誰迩１丁I 1 2 7

T E L 2 4 2 - 1 3 3 0

鵜溌鰯溺：ゴツクスタッド
生田区山本通３丁目１８回教寺院前

ＴＥＬ２４２－Ｏ１３１

メキシコ小料理亭テイファ _ ナ
神戸市生田峰中山手通１Ｊ~ I J 4 ノ１２バールｺ ｰ ボﾗ ｽ ビﾙ ｌＦ

ＴＥＬ２４２－００４ｎ

ステーキ＆
ドリンキング

ドイツ風
音楽レストラン

☆喫茶

黒 牛
神戸市生田区中山手迦２丁月3 9 の３６

ＴＥＬ２４１３７３９

コーベ・ローレライ
生田区北長挟辿６ｒＨ３９

ＴＥＬ３７１００８６

曾小上２にしむら如排店
中山手店・神戸市生、区中山張通１丁~ l : 1 7 0

ＴＥＬ2 2 1 1 8 7 2 . 2 3 1 9 5 2 4
センター胸鵬．神（1 1 雑I Ⅱ区藍宮町２１~ ＩＩ３５

ＴＥＬ３９１０６６９
北野店・山本通２１．１１９Ｔ腿Ｌ2 4 2 2 4 6 7
（公ｕＩＩｉｌｌ３Ｆ１ｆ務所ＴＥＬ２４２１８６０

喫茶力、－デ二．ア
神戸市生田区東町１１３－１大神ビルl F T E L 3 2 1 - 5 1 1 4

伽 排モ－ツアノレ卜
神戸市生田区山本通２丁目９８グランドマンション1 Ｆ

ＴＥＬ２４１－３９６１

テ ィー＆サボテン
スナック 神戸市生田区中山手通２丁目

（神戸女子短大前) ＴＥＬ2 4 1 - 7 0 6 0
ティー＆ 工 ポックスナツク

神戸市生田区元町通３丁目( 浜側) T E L 3 3 1 - 3 6 9 4

コーヒースポットメデイタレーニアン
神戸市生田区北長師麺３丁目( トアロード) アーバンビルＢｌ

ＴＥＬ３３１－２０５０☆ｃｌｕｂ
クラブ千

神戸市生田区下山手通り２丁目２１ＴＥＬ３９１－１０７７

ｃ Ｉｕｂ飛鳥
神戸市生田区中山手通１丁目l １７ＴＥＬ３３１－７６２７

ｃｌｕｂノ ｣ 、万
神戸市生田区東門筋中島ピル３Ｆ

ＴＥＬ3 9 1 - 0 6 3 8 . 4 3 8 6

ｃ ｌｕｂさち
神戸市生田Ⅸ中山『呂皿２Ｊ~ t l 7 5

T E L 3 3 1 - 7 1 2 0

・ Ｉｏｂなぎさ
* ' 1 ' 戸市生田l Z I L 艮挟心趣《ﾉ j l T E L 3 3 1 - 8 6 2 6

く らぷぶげん ･
二宮生田斬逆浜１１M 中央ＫＣＢピル５Ｆ

ＴＥＬ３３１－８５９３

ｉ１Ａ．；ＭｏｏｎＬｉｇｈｔ
ＢＡＲＴＥＬ３３１０８８６･ 3 9 1 - 2 6 9 6
C l u b T E L 3 3 1 - 0 1 5 7

ク ラブるふらん
神戸市生田区北長狭遮１丁Ｆｌ５３ＴＥＬ３３１－２８瓢

☆ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ
お好み鉄極ｽ ﾅ ｯ ｸ スカーレット北野

神戸市生、画鴎可２極f アーパグライフ1 ＦＴＥＬ２種- 0 0 7 6

1 , , , ケ磯ベルビュ・ドール
レ孔Ｉ・ノヶ

ャ,1リvI1,'１､''11,<flOII1r辿２１１１１０１ｋ列をビj’２１･、
T l 4 : 1 . 3 2 1 5 6 7 7

ス タンドカ、てな
生田区中山手通１丁目９０英健ピル１Ｆ

ＴＥＬ３３１－１３１６

昨‘ , N i ハウス雑貨屋
′｣ : I I 1 I K 卜Ｉ１１ｒ皿２１１１８の６

【' } ; 1 1 1 祈逆州ﾉ ムタクシ揃１. ろ）ＴＩ邑１忽３２１０２６０

スタンドグラムーノレ
ノ鵬１１１筋ハ4 ピル地鯖．' ･ 賎１．３３１４６３７

姫スナソク＆ドリンク

神戸市生蝿区中山手通１丁目１８ＴＥＬ2 2 1 - 1 9 5 0

ｶ ｸ ﾃ ﾙ ﾗ ｳ ﾝ ｼ ﾞ ｻ ヴォイ
海架山側テキの店北T E L 3 3 1 - 2 6 1 5

R W 料8 畠, ＦＥウッドハウス
神戸市生田区下山手通１丁目３２P H O N E O 7 8 - 2 4 1 - 7 3 2 0

ス ナソクビジ－ビ一
神戸I I f 生剛区中山手２可目ＴＥＬ３９１－４５８２

勝 酒屋ボルド
生田新道浜側中央ＫＣＢピルＢ１ＦＴＥＬ３３１－３５７５

Ｗｉｎｅａｎｄ 珍 地理屋昼｡mcthing
神戸市生田区中山手通１丁I J 2 4 - 7

大和ナイトプラザ１ＦＴＥＬ２４２－０２８８

サ ロン神戸時代
生田区中山手通１丁目２８

モンシヤトウコトプキビルＴＥＬ2 4 2 - 3 5 6 7

ナ イトインおしゃれ貴族
神戸市生田区中山手通１丁畷２４－７

大和ナイトプラザＢ１ＴＥＬ２４２－１９２５

ス タンドくる実
坐、反中山手通１の７２ＴＥＬ3 3 1 - 6 9 8 5

キ
本店祥澗の店

北応スープとバンの閥

ヤ ンテイ
神両市生剛区北長狭通２ノ３
ｔｅ1 3 9 1 - 3 0 6 0 . 3 9 1 - 3 0 1 0

仲戸Ｉｈ生、I 葱Ｉ守山予辿３ﾉ ８ﾉ ９
ｔ⑫１３３１－３６６１

D R I N K スネカジリッ子
ＳＮＡＣＫ神戸I 1 j ' 塩田I X - ド山添通２丁侭

氷晃ビルB １T E L 3 9 1 - 8 7 0 8

m u s i c s F o t サ ン卜ノーレ
トアロド店j 1 k I I I 区下1 L I 手通２ＴＩＩI ･ ア・ロド

ｔｅｌ３９１－３８２２
北野店’i 昌田Ⅸ中l L I 乎通１丁１１２４－７

ダイワナイトプラー+ f 』6 F t e l 2 2 1 3 8 8 6

素 舌洞で－つさん
神仰, 1 i ' 1 亀1 1 1 1 , 《北雌狭旭】Ｊｍ２５８

ＴＩ｡ : L 3 3 1 6 7 7 8

s T A N D マシ１ケナダ
’1 : 川区ド1 1 呼迩２」~ 卜i ちやいなタウン地下

ＴＥＬ３３１－５５８７

スナ”クＧＡＳＴＲＯ
神戸市' 1 . n I I X I l j山チ池３－２０

トーアマンンョシＴＥＬ２３１－０７２３

ティー＆パア､ ｳ スバスチャーリントン
生田区北長狭通２ア目（トアロド）T E L 3 3 2 - l l 2 5

純 会員制エドワーズ倶楽部
神戸市生田区北長狭通１丁目２８

ホワイトローズビル５．６Ｆ生田斯道T E L 3 9 1 - 3 3 0 0
サ ロンアルバトロス

生田区中山手通り１丁目型の７
大和ナイトプラザ２Ｆ－ＢＴＥＬ( 2 3 1 ) 3 3 0 0

ＣＡＦＥミ音楽の家ミＥＴエトワＴＯＩＷＨＩＳＫＹ
神戸市生刑区＝芦町３丁目三宮センター街西入口

スカイトアピル３ＦＴＥＬ３３２－ｌ７５５

山ス ナンク荘
神戸市生田区北長狭通１丁月２２ＴＥＬ3 9 1 - 5 8 2 3

ス タンド紋
神戸市生田区北長狭通１丁目４１－１レンガ筋

ＴＥＬ3 3 1 - 8 8 5 8

ス ナック興志務楽亭
神戸市生田区山本通２丁目6 0 バールライフＢ１

ＴＥＬ２４２－１９７７
』全ｊ

ｓ ＮＡｃｌくＬＥｔＭ
生田区北長狭通１丁目２５生田新道ピルＢ１ＴＥＬ3 2 1 - 3 0 7 0

パ ブ & ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ アシプランド
神戸市生田区加納町３丁目１－３４ＴＥＬ2 1 1 - 8 2 7 1
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川ｔｉｑｕｅ
畠ｇｅｒｉｅ５
く3 5 >ミニカー
神林誠さん
く神戸大学農学部学生掛長〉
デパートでふと手にしたミニ
カー。全くのおもちゃではあ

. ，，るが、なんとなく魅かれたの
::｜が集め始めたキッカケで,0年
･ ！来のミニカー収集。大阪を中

心にした収集グループのメン
“バーであり、それはもう一流

のグループ。そこで交換会を
したり、海外へ注文したりす
る。
「鉄くずみたいなものですよ」
というが、色彩り豊かなその
ミニカー、何百台、何千台と
並べば、それは壮観。
センター街店にて
カメラ／米田定蔵
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☆英国風喫茶・レストラン三宮さんプラザ店
ＴＥＬ３９１－１７５８ＡＭ１１：００～ＰＭ９：００迄

４

★コーヒーショップトア・ロード店
ＴＥＬ３９１－１２１０ＡＭ１０：００～ＰＭ９：００迄

★コーヒーショップセンター街店
ＴＥＬ３９１－１３７５ＡＭ１０：００～ＰＭ９：００迄
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クラブ小万
神戸市生田区中山手通１丁目8 5 ( 東門筋) 中島ビル３Ｆ
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ー

－ －

ノ

クラブ飛烏
神戸市生田区中山手通１丁目1 1 7

窓3 3 1 - 7 6 2 7

クラブ鈴
神戸市生田区中山手通１丁目1 1 1
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神戸市生田区北長狭通１丁目2 4 ( 生田新道）
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ｶ ｸ ﾃ ﾙ ラウンジサヴ､ オイ
神戸市生田区北長狭通２丁目１２( 金剛山西入る）

壷3 3 1 - 2 6 1 5

」

スタンドマシュケナダ、
神戸市生田区下山手通２丁目チャイナタウン地下

窓3 3 1 - 5 5 8 7

／

酉

、

スタンドくる実
神戸市生田区中山手通１丁目７２

壷3 3 1 - 6 9 8 5

酒 騨ヌベーノレ
神戸市生田区北長狭通２丁目１４

盃3 3 1 - 9 0 0 5
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クリスマスパーティー、忘年会などにご利用下さい
ちくせんミュージックタイム
神戸のター坊による演歌熱唱８: ００p . m . ～０: ００a ．ｍ．
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生田区中山手通１丁目
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ハウスウシ

☆〈雪が降る……〉どこからかアダモの歌声が流れて来る。そんな季節
になりました。もう少ししたらジングルベルの聯きが流れて来る･ ･ ･ …ｃ
そんな冬の夜をシャレた英国風パブミアップランドミでゆかいに過ごし
ませんか。英国ウェールズ出身の，. A ､ トーマスさんがマスターのこの店
は、本場の気安いパブの雰囲気とステキなライブミュージックの店とし
て誰もが大いに楽しく飲んだりしゃべったりできるあたたかな' I I i です。
パﾌ ﾞ 野郎であるトーﾏ ｽ さんの而月蹄如というところです｡
☆ランチタイム（１１：００Ａ. Ｍ・～２：ＯＯＰ. Ｍ, ）ランチ￥４００コーヒー、
紅茶各￥２００
☆ローストビーフ￥2 , 7 0 0 シェパーズパイ￥８５０ステーキ＆キドニ
イパイ￥６００コーニツシユパーステイ〈ミートパイ）￥６００ブイソ
シユ＆チツプス￥5 0 0 Ｊ＆Ｂ，ＯＬＤ，Ｇ＆Ｇ各￥4 0 0 ビール￥３００
平口１１：００A . Ｍ､ ～３：００A , Ｍ･ 日限６：ＯＯＰＭ.～０：0 0 A . Ｍ，
1 2 月2 8 1 1 のみ休み。正月三カ日は６：０O P M . ～３：００A . Ｍ，

☆ミウッドハウス篭おl ‘Ｗ) 人紹介輔４弾はビッグスター歌狼チャーリーｃ
彼はたびたび紹介してきましたのでプロフィールl まはぷきます。そのか
わりステキなお知らせを……。来年４i 1 1 0 1 . 1 土眼｢ ' ' 1 : 後６時' ' ２，神ﾉ f 国
際会館大ホールにおいて彼がリサイタルを開きます。彼の持っているす
べてをこのステージで公棚．ポピュラーからブルース、ロックまでＩＩＪが
とびだすやら楽しみなリサイタルです。ぜひ行ってやってドさい。なお、
i i i I 光券は千１１１（ミウッドハウス､で光･』ておけます）。
あなたみる人、チヤーリー歌う人。

☆年末年始の街業ご紫内
１２月3 1 日④休業。１月１日④２Ｈ、３冊①は５：０ＯＥＭ. ～１：００A . Ｍ、
４，⑪より平常通り営業いたします。１月1 8 1 1 ⑪1 9 , ⑪2 0 1 1 ④は臨時休
龍いたします。
☆鴬業時間のお知らせ。平Ｈ／５：００P .Ｍ・～２：００A .Ｍ1 . 1 1 V １１／６：００
P.Ｍ・～０：００A.Ｍ・年1ＬＩ.I無休
ビール( 小）￥3 0 0 水割り（オールド）￥4 0 0 フィズＹ５００おつまみ
￥１００スパケティ￥4 0 0 ピラフ￥4 0 0 ほか画

●

１

☆こじんまりとした側『愛いお店ご姫寿もこの秋尚２周年を迎えまし
た｡ いつ行学りてもなごやかで上品なﾑ ｰ はﾏ ﾏ の人柄をしの窪せま寸
寒い師走の筏も、このミ姫苫だI 十にはいつも券のあたたかさが漂ってい
ます唾お柄はやっぱり雰囲気で飲むもの。ぱいの水削が心地よい酔い
に誘うも、誘わないもその1 , 1 『次第。ステキなママがいて、可愛い女のｆ
たちがいて、飲む人の心と心力弛い合うお店、本. ' 1 の通のお店それ
が急姫：なのです。
☆ボトル（ホワイ！､ ホース、カテイーサーク、リザーブ）￥8 , 5 0 0 水荊
（リザーブ）￥６００ビール￥４００
６：O O P . Ｍ～Ｏ：００A . Ｍ、１１服祭１１休み

三
がア

／ アップランド

ヤマサキ

麻唾

函

至三宮

上

☆ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ スミ山崎§は1 2 月2 1 日で滴2 周年を迎えることになりま
した。これもひとえに侍様方のお引' ｳ : ての賜と‐同感謝していま- 1 - ．今
後ともご鞭撞のほどをよろしくお願いいたします。
さて、１２月に入りクリスマスパーティー、忘年会、新年会の季節とな
りましたが§山崎ミではぎ予算に応じまして各種パーティーの．f 約を承
っています。ぜひご利用下さい。マネージャーの橘口までご述絡くださ
い。ご棚談をお受けいたします。
☆溌上級神戸肉ステーキ￥5 , 0 0 0 サーロインステーキ￥3 , 0 0 0 テンダ
ーロインステーキ￥3 , 0 0 0 車海老のバター焼き、アワビのバター焼き。
ビール￥3 0 0 ボトル（ＯＬＤ）Ｙ5 , 0 0 0 ボトル（ホワイトホース) 、
ボトル（カテイサーク）各￥7 , 0 0 0
５：ＯＯＰＭ. ～１：００A . Ｍ、日曜日休み
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